
1-3生活科学部の目的 （国立大学法人お茶の水女子大学学則より抜粋） 

 

第 6条 生活科学部は、自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間と生活についての総合

的な学識を身に付け、生活者の立場から、社会で活躍できる優秀な人材を養成することを目

的とする。 

2 前項の目的を達成するため、第 3条に定める生活科学部各学科の目的は、次に掲げると

おりとする。 

(1)食物栄養学科 

 食物栄養学科は、人間の「食」を自然科学的かつ総合的に捉え、豊かな食生活や健康な社

会を実現するために、食物と栄養について科学的知識と実践的能力を備えた人材を養成す

る。 

(2)人間・環境科学科 

 人間・環境科学科は、生活者たる人間と環境との相互作用に関する深い理解を備え、科学

的手法を応用して、生活面での諸課題に対して人間と環境が共存しうる方策を考案し、かつ、

実社会にて実践できる優秀な人材を養成する。 

(3)人間生活学科 

 人間生活学科は、人間と社会の関係、生活と文化について、多角的な視点と複合的なアプ

ローチを駆使し、人間と生活を総合的に理解し、分析する力を備えた優秀な人材を養成する。 

(4)心理学科 

 心理学科は、心理学に関する基礎から実践までの多面的な知識と理解力を有し、科学的エ

ビデンス、論理的分析力に基づく臨床・応用実践、社会的課題にセンシティブな実証的探求

の視点や実践的能力を獲得できる人材を養成する。 


